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－ル（Choi)レベルは摂取タンパク質の種類によ

質摂取で上昇するのに対し、植物性タンパク質、

抑制されることが知られている。しかし、大豆タンパ

用については必ずしも一致しない事例もある。このよ

に起因することが考えられる。Ｉそこで、本研究は分離大

ク質源とし、血18 Choiレベ^に対するChol添加の有無、

種類と含量、糖質の種類などの影響について検討した。
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18 Choi濃度に差はみられなかった.

害され、血漿choi濃度は顕著に上

した。３種のS P 1による成長、

上昇によって成長は促進され、血

昇した。タンパク質20％のラード

、コーンオイルとも含量による差

％ラード群、5 %、15％コ。－ンオ

検討する。
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